
創立131周年 児童数 ３９４人

学校教育目標「豊かな心をもち、たくましく、主体的に行動する子どもの育成」

運動会の目的達成のために
校長 堀之内 尚史

お彼岸を迎え、朝夕は過ごしやすい気候となりましたが、昼間はまだ暑い日が続きそう
です。今年は、かごしま国体の関係で10月22日（日）に予定している運動会。熱中症に
気を付けながら、運動会に向けた練習も始まりました。
さて、そもそも「運動会」は何で行われるようになったのか？ 紅白に分かれるのはど

うしてか？ チコちゃんは、「兵隊さんがグレないために」、「平氏が赤、源氏が白だった
から」と言っていました。（NHK番組「チコちゃんに叱られる！」より 詳しくはネットで検索を）
学習指導要領では、体育的行事の目的が「規律ある集団行動の体得、運動に親しむ態度

の育成、責任感や連帯感の涵養、体力の向上など」となっています。運動会は、子供たち
にとって、これらの目的が達成できるようにプログラムを作成し、子供たちで話し合い、
係を分担し、練習を行い、本番に臨みます。児童会の大会スローガンも、その一つです。
子供たちが考えた 「力を出し切り 心一つに 笑顔花咲く 伊敷っ子」 素晴らしいです。
運動が得意な子も苦手な子も、それぞれが自分のめあて（目標）をもって、紅白に分かれ、
優勝を目指して競い合います。１年生から６年生までの発達の段階が大きく違う小学校で
は、それぞれの学年の成長も見ものです。
学校は今、社会の変化に対応すべく、ICTや英語、プログラミングなど、祖父母や父母

の世代の学校とは比べ物にならないほど、やるべきことの量が多く、質も高まっています。
限られた時間の中で、これらを学習するためには、これまで当たり前だったことも見直す
必要があります。運動会も例外ではありません。
今年も半日開催ですが、半日でも子供たちが自主的・主体的に行動し、充実感や満足感

が得られ、運動会の目的が達成できるよう、子供たち・職員一体となって頑張りますので、
ぜひ、子供たちの努力を認め、温かい応援をよろしくお願いします。
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交通事故死ゼロを目指す日 ９月３０日（土）
本市の８月末現在において、本年度の交通事故による負傷者が小学生１６人と

なっています。事故の主な内容は、小学生では歩行中の道路への飛び出し、前方
不注意などです。夕暮れも早くなることから、ご家庭でも交通安全についてご確
認ください。



２日（月） 身体計測・視力検査（低学年） 読書月間（10/31～11/24）

４日（水） 身体計測・視力検査（中学年） １１月
５日（木） 身体計測・視力検査（高学年） １日～７日 地域が育む「かごしまの教育」県民週間

６日（金） 運動会係打合せ⑥ ６日（月） 就学時健康診断（新１年）

１１日（水） 国体観戦（バレーボール）（５・６年） ８日（水） 市陸上記録会（６年のみ）

１４日（土） 土曜授業 １４日（火） 出前授業６年「近代化遺産」

19日（木） 運動会準備 15日（水） 伊敷小交通安全の日

２２日（日） 運動会 ２９日（水） 学級懇談会（下学年）

２３日（月） 振替休日 ３０日（木） 学級懇談会（上学年）

※ 行事については予定です。 変更することもあります。

令和５年度全国学力・学習状況調査結果について

１ 自校・市・全国の平均正答率の比較

令和５年４月に全国の小６と中３を対象とした
「全国学力・学習状況調査」が実施されました。
本校の結果等について、報告します。
伊敷小６年生は、調査のあった国語(左)、算数

(右)の２教科ともに、全国や鹿児島市の平均を上
回る結果でした。

２ 自校の課題に対する改善策
〈国語〉
条件に合わせて書くことに課題が見られまし

た。条件のある文を書く際には、キーワードを見
付け出し、そのキーワードと関連付けて整理した <全国平均正答率を１００とする棒グラフ>
り、資料から得た情報を適切に関連付けたりしな
がら、図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように文章を組み立てることがで
きるような指導等に取り組んでまいります。
〈算数〉
情報から、総数や変化を読み取り、問題を解決し、その解決方法を言葉や数を用いて記

述することに課題が見られました。グラフの特徴を複数の観点で捉えて、目的に応じて情
報を読み取ったり、表現したりする指導の工夫に取り組んでまいります。

〈全体的に〉
国語、算数とも無回答が少なく、問題に挑戦する様子が伺えました。
児童質問紙の結果からは、読書が好きで学校図書館や地域の図書館にもよく行って借り

ているようです。また、地域の行事にも参加し、地域や社会をよくしたいと考えている児
童が多いことが分かりました。しかし、自分の考えを表現することに苦手意識をもってい
る児童もいることから、様々な表現の仕方を教えるとともに、グループ活動などで経験を
積むようにしてまいります。また、生活習慣や学習習慣が身に付いており、学校のきまり
や友達との約束を守りながら、落ち着いた生活をしていることが分かりました。今後は、
さらに「子供を認める言葉掛け」を行い、自己肯定感を高めていきたいと思います。


